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デイ･サービス利用状況（定期利用者数）

Ｎ家の介護便り   第１２通（完） 

１１月中旬、お母ちゃんが婦人会の旅行にお泊りで出かけました。 

お父ちゃんが倒れてから１年半、お母ちゃんの初の外泊です。旅行の話がきたときはお父ちゃんのことが心配で辞

退するつもりでいたらしいんですが、お父ちゃんが「オレのことはえ～で行ってこい！行ってこい！！」と快く背中を押

してくれたそうです。（この言葉に娘はちょっぴり安心しました。だって絶対に反対すると思ってたから・・・（笑）） 

旅行当日、早朝６:３０。やはり心配になったのか普段は起きないお父ちゃんが自分で起きて着替えして、お母ちゃ

んの見送りをしていました。－お母ちゃん不在となるー 

この日は訪問リハビリとマッサージがあったので１日があっという間でしたわ。娘は食事の用意・薬の管理・寝る前

のリハビリ介助をやりました。ここまではよかった・・・。 

このあと大失敗をやらかしたんです。それはお風呂の介助！！ 

いつもいつもお母ちゃんがお風呂の相手をしているもんだから、２人の間で あ・うん の呼吸が出来上がっていた

のだ！それに気付かず、自分の介助方法が当たり前と思い込んでいた娘の私。お父ちゃんが立ち上がるとき、お母

ちゃんと違う位置で介助しようとし、お父ちゃんもそれに気付かずいつも通りにしていたら ツルッ と滑ってしまい危うく

尻もちをつくところだったんです。父と娘が顔を見合わせ「あ-----、びっくりしたぁ。」と合唱。そして苦笑い。 

ちゃんと旅行前にお母ちゃんの介助方法を見ておくべきじゃったぁ～。と反省。 

ほいでも、当のお父ちゃんが「たまには母ちゃんじゃなくてもええわなぁ～。」と意外にのん気でこれまたビックリ！ 

翌日、旅行から帰ってきたお母ちゃんは旅行先の出来事をぶわぁ～～～っと喋り、留守番していたお父ちゃんは

「そ～か、そ～か・・・」と右から左へ流しながら？？合づちっぽい返事。 

実はこの旅行をとっても心配していた娘の私。そんな娘の心配をよそに思いっきりリフレッシュして帰ってきたお母

ちゃんとマイペースな生活を過ごせれたお父ちゃんは、お互い心配だったこと・不安だったことは一言も出さずじまい。

“介護する側・される側、持ちつ・持たれつ、つかず・離れずの良い関係だなぁ”と思わず感心してしまいました。 

お父ちゃんが倒れた１年半前を思い出す。 

この先どうなることかと目の前真っ暗になったけど、今この状況があるのは家族みんながいろいろな事を前向きに

考えられたからだと思う。次の日、いい夫婦の娘にうまれて良かったなぁ～ と思いながら仕事に出掛けたけれど、帰

ると相変わらずの夫婦ゲンカに近い二人の会話。（ハアァ・・・・・。）でもまぁ、これから先もこんな感じかな・・。 

～ きぬかつぎ ～ 

掘りたての里芋を圧力鍋で約５

分。自分で皮をむいて生姜醤油で召

し上がれ。 

昼食に出ると「めずらしいねぇ。」と

デイの利用者さんが言われるけれ

ど、とっても簡単でおいしい食べ方だ

と思いませんか？

年末のご挨拶 

気象も、世情も、大地の動きも不穏な昨今、今、在ることの危うささ

え感じます。そんな中、ハツカネズミのような日々に、ため息が多くなっ

ているのは歳のせいでしょうか・・・。 

この一年、あっという間に過ぎようとしています。 

関わった多くの方々に、迷惑をかけてきていることをお詫びし、ま

た、快く協力してくださったことに感謝いたします。 

結果として、大きな事故もなく仕事を続けてこられたことは、来年に

向けての、皆さんからの叱咤激励だと肝に銘じたいと考えています。 

今年は、新たに三人の仲間が増えました。 

社員一同、気持ちを合せ、地域の皆様方とともに、一日でも良い

日を 

過ごせることを念じて、年末のご挨拶とさせていただきます。

１１月は書道教室を開催しました。昔から書道の

先生をしてみえた利用者さんが先生となり、他の利

用者さんやスタッフの筆の持ち方・力の加減など、

字を書いているところを見ながら指導していただき

ました。 

 利用者さん達は日頃持ちなれない筆でも綺麗な文

字を書かれることがわかり、新しい発見です。 

 墨をゆっくりと磨り、久しぶりに気が引き締まる

おもいで字を書くことができました。 

先日、入院された利用者さんの病院へ行く機

会があったので病室にお邪魔しました。久しぶ

りにお会いできてよかったです。早く元気にな

ってまたデイに来てくださいね。 

あと５名のスタッフが写ってま

せ～ん！ごめんなさい。 

ナイスな勉強会・・・・「家政婦（夫）さんとヘルパーさんの違

い」 
時々、「家政婦（夫）さんとヘルパーさんは何が違うの？」と聞かれることがあります。そこで、今までこ

の紙面に情報を載せたことがない家政婦（夫）さんについて図を利用しながら少々お伝えしたいと思います。 

≪利用申し込み手順≫ 

① 家政婦（夫）さんを利用したい時は紹介所へ直接電話し、求人の申し込みをして下さい。（利用される方

が求人者＝雇用主となります）

② 紹介所は登録している家政婦（夫）さん（求職者）に求人者の紹介を行います。 

③ お互いの条件が合致した場合、雇用契約を交わし利用開始です。 

≪ 利用条件の大きな違い ≫ 

家政婦（夫）利用 ヘルパー利用（介護保険） 

イ 費用は全額自己負担

（介護の場合、目安として 

1,300 円程度/時） 

※紹介手数料を含む

ロ 仕事内容についての

制限は特にない 

ハ 利用者が雇用主にな

イ 費用は基本的に１割

負担（介護の場合、 

4,020 円/時の 1割）

ロ 仕事内容については

公的保険のため制限

あり 

ハ 変更をしたいとき等

① 

※ 

※ 

② 

③ 

※ 詳しく知りたい方は  

つしま紹介所（２６－１２８１）へ 

お問い合わせください。 


